情報科学研究所活動日誌（平成25年1月～12月）・共同研究助成（平成25年度）・刊行物（平成25年1月～12月）・その他 by unknown
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■情報科学研究所活動日誌（平成 25年 1月～12月）
　平成 25年 1月 8日（火）　イブニングセミナー
●江渡浩一郎氏（産業技術総合研究所）
集合知の源流を辿って～建築家アレグザンダーからニコニコ学会 βまで～
　平成 25年 1月 17日（木）　第 5回定例研究会
統一テーマ「情報基礎科目の教育方法の研究」
●渥美幸雄所員（経営学部）
体育会クラスにおける情報リテラシ基礎演習の実施
●新保好美準所員（経営学部兼任講師）
情報リテラシ基礎演習授業報告
●魚田勝臣参与（経営学部名誉教授）
大学における情報基礎教育の現状と期待
●奥野祥二準所員（経営学部兼任講師）
2012年度「情報リテラシ基礎演習」実施報告
●伊東洋一準所員（経営学部兼任講師）
情報リテラシ基礎演習の授業運営―學而時習之，亦不説乎―
●山縣　修準所員（経営学部兼任講師）
情報リテラシ基礎演習」実施報告
●廣澤敏夫準所員（経営学部兼任講師）
「情報処理入門」演習の実施報告―トピックを織込んだ演習の試み―
●大曽根匡所員（経営学部）
情報処理入門における共通テストの提案
●森本祥一，植竹朋文所員（経営学部）
教科書をベースとした授業用教材の共有手法の検討―演習系科目を対象に―
●植竹朋文所員（経営学部）
情報リテラシ基礎演習における実施方法の工夫
●関根　純所員（経営学部）
経営情報論 2の授業状況について
　平成 25年 1月 26日（土）　 齋藤雄志教授／佐藤創教授　退職記念講演会
主催 : ネットワーク情報学部，　共催 : 情報科学研究所
●齋藤雄志所員（ネットワーク情報学部）
巨大システムのリスクをどう考えるか
●佐藤　創所員（ネットワーク情報学部）
『分ける』と『分かる』
　平成 25年 2月 1日（金）－ 2月 2日（土）　川崎国際環境技術展 2013
●綿貫理明所員，田中　稔所員（ネットワーク情報学部）
「蓄電型トレーニング自転車」を出展
　平成 25年 2月 21日（木）　第 6回定例研究会
●齋藤雄志所員（ネットワーク情報学部）
知識管理における技術と場について
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●佐藤　創所員（ネットワーク情報学部）
ウェーブレット理論のおもしろさ
　平成 25年 5月 21日（火）　第 1回総会・運営委員会
　平成 25年 6月 25日（火）　第 1回定例研究会
●西山貴弘所員（経営学部）
平均ベクトル間の多変量多重比較法－大標本理論から高次元枠組みへ－
●佐藤慶一所員（ネットワーク情報学部）
居住環境リスクと政策分析
　平成 25年 7月 1日（月）　 ランチセミナー
●込山俊博氏
（日本電気株式会社 ソフトウェア生産革新部 統括マネージャー）　　　　　 
「ソフトウェアプロセスの評価と改善」
 ～プロセス成熟度モデルを用いたプロセス品質の向上～
　平成 25年 7月 9日（火）　第 2回定例研究会
●岡田　穣所員（商学部）
シラカンバ樹液を事例とした森林資源活用に向けた消費者の意識と販売の方向性の
把握
●吉田享子所員（ネットワーク情報学部）
ロービジョンを対象とした情報提供支援システム
　平成 25年 7月 12日（金）　 ランチセミナー
●坂本恒之氏
（株式会社スマイルワークス代表取締役社長）
クラウドコンピューティングとビジネス活用の最新動向
　平成 25年 8月 1日（火）　第 3回定例研究会
統一テーマ「情報基礎科目の教育方法の研究」
●奥野祥二（兼任講師） 
2013年度「情報処理入門」実施報告
●上野　仁 （兼任講師）
平成 25年度の情報処理入門の授業運営について
●渥美幸雄（経営学部） 
情報処理入門の新たな実習項目の試み
●石井徹也（共立出版） 
情報リテラシー 2.0 / フルーエンシー
●伊東洋一（兼任講師）
 平成 25年度「情報処理入門」の授業運営 
●新保好美（兼任講師）
「情報処理入門」 H25年度授業運営報告
●山縣　修（兼任講師）
「情報処理入門」実施報告 ―動画教材による学習支援―
●魚田勝臣（名誉教授）
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大学における情報システム基礎教育への提言について
●森本祥一（経営学部）
再履修クラスにおける情報システム教育
●関根　純（経営学部）
体育会系クラスを対象とした Excel共通テストの課題と改善策
●廣澤敏夫（兼任講師）
「情報リテラシ基礎演習」実施報告 
―「情報処理入門」からの連続性を意識した演習の試み―
●大曽根匡（経営学部）
情報処理入門における共通テストの実施と分析
平成 25年 10月 15日（火）　第 4回定例研究会（大学院生大会）
●鈴木祥平，森本 祥一（大学院経営学研究科）
観光マーケティングにおける ICT活用に関する分析
●張　　贇，岩尾 詠一郎（大学院商学研究科）
商業施設の立地場所の変化要因に関する研究～神奈川県内の商業施設を対象として
平成 25年 11月 5日（火）　第 2回総会・運営委員会
■共同研究助成（平成 25年度）
①数理計画ソフトウエアを用いたモデリングに関する調査研究
　渡辺展男所員，宇佐美嘉弘所員
②キャンパス景観の構造と評価からみた好ましい導線ルートの作成を目的とした基礎的研究
　岡田　穣所員，岩尾詠一郎員
③ 2013年度参議院選挙におけるインターネット利活用の実態調査
　佐藤慶一所員，藤原正仁所員
④ デジタルドキュメントを検索し関連付ける個人向けドキュメントネットワーク構築システムにつ
いての研究
　松永賢次所員，吉田享子所員
⑤ Excelに関する習熟度把握のための標準テストの作成とその自動採点システムの開発
　大曽根匡所員，関根純所員
⑥異分野コラボレーションのための共創プロトタイピングツールの開発と評価
　上平崇仁所員，中村友保所員
■刊行物（平成 25年 1月～12月）
◆年報「情報科学研究　第 33号」（平成 25年 3月発行）
①「消費者の異質性を考慮したテレビ CM効果の分析」（論文）
　　　鈴木元也，生田目崇（商学部）
②「数理計画ソフトウェアの進展について」（研究ノート）
　　　渡辺展男（経営学部）
③「ソーシャルメディアの普及とテキスト作品制作・流通の変化についての分析」（研究ノート）
　　　櫻庭太一（商学部・文学部）
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◆所報「専修大学情報科学研究所所報　第 80号」（平成 25年 6月発行）
① 「北欧の街におけるコミュニケーションデザイン－コペンハーゲン，ストックホルムの実地調査
を通して－」
　　　上平崇仁（ネットワーク情報学部）
②「遠隔地におけるグループコミュニケーションの実施方法の検討とその評価」
　　　植竹朋文 ,　湊　信吾（経営学部），高萩栄一郎（商学部）
③「電子化による新聞業界活性化の可能性」
　　　児玉陽平，小嶋彩香，白澤春奈，三觜利幸，森本祥一（経営学部）
④「商店街との連携によるフリーペーパーの作成とその効果の検証」
　　　河内祐香里，森本祥一（経営学部）
◆所報「専修大学情報科学研究所所報　第 81号」（平成 25年 11月発行）
①「巻頭言 :「情報教育研究」特集号の発行にあたって」
　　　大曽根匡（経営学部）
②「情報基礎教育の活性化と情報システムの連続性」
　　　魚田勝臣（専修大学名誉教授）
③「PBL 型演習の実践と効用」
　　　伊東洋一（経営学部）
④「「情報処理入門」の実施報告 ―動画教材による学習支援―」
　　　新保好美，山縣　修（経営学部）
⑤ 「個人のスキル向上と仲間意識の醸成を目指した「情報処理入門」と「情報リテラシ基礎演習」
の実施」
　　　廣澤敏夫（経営学部），大曽根匡（経営学部）
⑥「「情報処理入門」における 2 年間の取り組み」
　　　奥野祥二（経営学部）
⑦「「情報処理入門」における標準テストの開発と実施」
　　　大曽根匡（経営学部）
⑧「情報リテラシ教育における効果的なグループワークの実施に向けての一考察」
　　　植竹朋文（経営学部）
⑨「経営学部における情報教育の実践報告」
　　　森本祥一（経営学部）
⑩ 「経営学部における ICT 教育の補助題材－「情報システム入門」と「情報通信ネットワーク論」
から－」
　　　渥美幸雄（経営学部）
⑪ 「「経営情報論」の授業構成について」
　　　関根　純（経営学部）
⑫「社会知性の開発とプロジェクト成果の展示会出展―川崎国際環境技術展 2013 への出展報告―」
　　　綿貫 理明，田中 稔（ネットワーク情報学部）
◆欧文誌「Information Science and Applied Mathematics, Vol.20 」（平成 25年 3月発行）
①「On Some Properties of ARMA（1，1） Model Fitting to AR（2） Processes」
　　　Minoru Tanaka（ネットワーク情報学部）
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■その他
①所員の受賞（2013年 2月）
The Best Presenter Award at the Global Business, Management Information System, Economics and Finance 
Research Conference, Hong Kong
対象論文 :「The Lure of Online Shopping Sites : An Analysis of Rakuten and Amazon in Japan」，The Business 
Review, Cambridge, Vol. 20, No. 1, pp. 180-187, 2012.
　　　森本祥一（経営学部）　（平成 24年度 共同研究助成による研究）
　②プロジェクトの受賞（2013年 11月）
　スマートライフスタイル大賞奨励賞【省エネ貢献賞】（川崎市主催）
　 受賞内容 : 環境問題に情報技術を取り込む活動（創エネと電気エネルギーの見える化）について，
2007年度からの活動実績が評価された。
　　　　 綿貫理明所員，田中　稔所員（ネットワーク情報学部）　（研究所の主要テーマの一つとして
研究推進）
